
平成26年８月号 8

しのつ湖で魚すくい

　7月14日、新小4年生24人がしのつ湖に生息する生き物の

生態について学びました。

　まず最初に、しのつ湖未来会田口さんより川や湖での安

全な遊び方や事故の防止などについての説明がありました。

　ライフジャケットを着用し、田口さんのアドバイスを元

にみんなで協力して網で魚などをすくいました。

　その後、自分たちがすくった魚やしのつ湖に生息する生

物について学び、自分たちが住む土地の自然についての知

識が深まった様子でした。

自慢のコーヒー豆を販売

　7月15日、村高等養護学校生活技術科の生徒４人が自分

たちの手で作ったコーヒー豆を役場で販売し、10分足らず

で完売しました。

　原材料からのものづくり、販売までの過程を体験的に学

習し、働く力を身につけることを目的に新しく始まりまし

た。

　生徒の穴田和喜くんは「みんなおいしく飲んでくれて嬉

しかった。またコーヒー豆の販売をしたい。」と笑顔で話

してくれました。

食生活を改善！料理講習会

　7月16日、村食生活改善協議会（会長東川寛子氏）が保

健センターで料理講習会を開催し、参加した会員29人が保

存がきいて、夏野菜がたっぷり食べられる料理を学びました。

　講習会では、東川寛子会長と会員の田中真里子さんが講

師を努め、参加者はアドバイスを受けながら作業を分担し、

手際よく、五目おこわ、かぼちゃサラダ、豚肉の土佐漬

け、塩分濃度0.7％のみそ汁などの料理を調理。出来上がっ

た料理はどれもヘルシーかつボリューム満点のメニューで、

全員でおいしく味わっていました。

　

夏の夜を楽しむ　商工会夏まつり

　7月18日、第27回商工会夏まつりが自治センター前駐車

場で開催されました。午後5時に開催を合図する花火が打

ち上げられると、会場には多くの村民が訪れ、生ビールや

ジュースを飲みながら、夏の夜を楽しんでいました。

　ステージでは、新篠津中学校音楽部のマリンバ演奏や子

供らのジャズダンスが披露されました。会場には、商工会

女性部のスタッフが腕を振るい、おでんやかけそばなどを

販売。テント前は多くの人が並びました。

　昨年に引き続き現金のつかみどりも行われ、抽選で参加

者が決まるたびに会場から歓声が上がっていました。


